
 

（第２号様式）                
 令和５年３月 31日   

神奈川県教育委員会教育長 殿        
 県立中央農業高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）               
 

 視点 ４年間の目標 

(令和２年度策定) 

１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒の意欲

を高める新た

な教育課程を

編成し、確か

な学力及び農

業に関する専

門性の向上を

図る。 

 

 

②生徒の主体

的な行動を促

し、生徒会活

動や農業クラ

ブの活動を充

実させる。 

 

①1人 1台端末を

活用しながら、

新しく編成され

た教育課程を運

用・展開し、授

業 改 善 を 進 め

る。また、カリ

キュラム実施状

況を検証する。 

 

②専門科目及び

農業クラブ活動

でプロジェクト

学 習 法 を 習 得

し、課題解決能

力の向上を目指

す。 

①1 人 1 台端末を活用

しながら、各教科に

おいて目標を明確に

提示し、生徒がその

目標達成について自

ら振り返り、考える

授業を展開するため

に、研修等の工夫を

行う。 

 

②コロナ禍での状況

を考慮した農業クラ

ブ活動を行いなが

ら、各種発表会や研

究の成果発表を行う

とともに、地域貢献

活動への参加を積極

的に行う。 

 

 

①生徒が自ら考え、

主体的に取り組む授

業を展開することが

できたか。また、授

業力向上のための職

員研修を適切な時期

に行うことができた

か。 

 

 

②コロナ禍におい

て、コロナウイルス

感染症対策を講じた

工夫を施した活動実

績をあげることがで

きたか。 

①1 人１台端末のみならず

電子黒板の導入等も相ま

って、デジタル機器を有

効に活用した授業展開が

定着しつつある。このこ

とにより、目標を踏まえ

て自ら考え、判断して表

現する生徒の姿勢が看取

されるようになった。 

 

②コロナ禍であっても各

競技に工夫をしながら農

業クラブ活動を行うこと

ができた。また、徐々に

様々な大会が再開され積

極的に出場し入賞を果た

すなどの成果を上げた。 

①大半の生徒がデジタ

ルネイティブである反

面、職員の習熟度に改

善の余地がある。時期

とテーマを適切に見定

めたうえで、引き続き

研修を実施し、総合的

な授業力の向上を図る

ことが必要である。 

 

②感染防止の観点から

様々な行事の計画と運

営には特に気を遣いな

がら臨んだ。生徒たち

のために競技会をでき

るだけ中止しないよう

に工夫をしたが、その

方法や出題に改善を要

することがあった。 

①今年度にあってもコロナ禍が続

いている。そのような中、生徒の

デジタル機器の導入等が定着し

て、タブレットでの学習はオーソ

ドックスなスタイルになってゆく

ものと考え、取組みとして重要か

つ着実な成果が上がっていると評

価する。 

 

 

②生徒の主体的活動である各競技

会やクラブ活動がコロナ禍の中、

徐々に再開され、立派な成績を収

めていることを評価する。引続き

感染対策にも気を遣いつつ、生徒

にとって良い経験と思い出になる

よう進めてもらいたい。来年度も

期待する。 

 

①デジタル機器を有効

に活用した授業展開が

定着しつつあり、授業

改善が進んだと評価で

きる。今後は職員全体

の習熟度を上げること

が課題となる。 

 

 

 

②コロナ禍における活

動が制限される中、農

業クラブ活動は継続し

て実践されている。よ

り多くの生徒が課題解

決能力の向上を目指す

ことを次年度以降も課

題とする。 

①デジタル機器

を活用した授業

展開において、

具体的な活用例

を各教科ごとに

検討して、研修

を行う。 

 

 

 

②継続して専門

科目及び農業ク

ラブ活動でのプ

ロジェクト学習

法の習得と課題

解決能力の更な

る向上を目指す

ため、教員の意

識向上を図る方

策をとる。 

２ 
生徒指導・ 

支援 

①基本的な生

活 習 慣 を 確

立・定着させ

るとともに、

規範意識の醸

成を図り、部

活動を活性化

させ、豊かな

人間性、社会

性を育む。 

 

②インクルー

シブ教育の視

点にたった生

徒一人ひとり

の個性や状況

に応じた生徒

指導、支援体

制の充実を図

る。 

 

 

 

①挨拶の励行や

コロナ禍におけ

る新たな生活習

慣の指導を通し

て、基本的な生

活習慣の確立と

自己管理能力の

定着を目指す。 

 

 

 

②インクルーシ

ブ教育の視点に

たった生徒一人

ひとりの個性や

状況に応じた生

徒指導、支援体

制 の 充 実 を 図

る。 

 

 

 

①コロナ禍における

新たな生活習慣の確

立と、時間を意識し

た自己管理能力の定

着の両立を目指し登

校指導やSHRを活用す

る。 

 

 

 

 

②新たな生徒支援体

制で教育相談等に取

り組み、SC・SSW と情

報共有しながら生徒

の現状を把握する。

また、えびな支援学

校のセンター的機能

を活用する等、個々

の教育相談の機会と

充実を図る。 

①健康観察の習慣を

つけることができた

か。また、登校指導

や声掛けを通して生

徒の遅刻等の状況が

改善されたか。 

 

 

 

 

 

②新たな生徒支援体

制を軸にした教育相

談における実施状

況、生徒情報の共有

が機能したか。えび

な支援学校との連携

活動の実施回数はど

うだったか。 

 

 

 

①クラス担任を中心とし

た毎朝の健康チェックな

どを通し、生活習慣とし

て健康観察を行うことが

できた。各学年の登校指

導で、遅刻数が増加する

ことがなかった。 

 

 

 

 

②組織的な支援体制が確

立され、教育相談の実施

や現状など明確にするこ

とで、生徒情報の共有を

行うことができた。また

えびな支援学校とも２回

連携を実施し、解決に向

け協力してもらった。 

学校生活アンケートを学

期末に２回実施し、必要

のある生徒には面談を実

施し、支援することがで

きた。 

①自己管理能力が身に

付くような指導を続け

たい。遅刻が続くよう

な生徒に対して学年と

連携しながら改善の方

向へ導いていきたい。 

 

 

 

 

 

②えびな支援学校との

連携を今以上に増や

し、様々なケースによ

る悩みが解決できるよ

う実績を積み重ねた

い。 

学校生活アンケートだ

けでなく校則などの認

識についても生徒に問

い、規範意識の醸成を

目指したい。 

 

①教職員は生徒のコロナ禍での健

康管理に気を配っていた。コロナ

禍で行動に制限がある中、高校生

として必要な生活スキルを身に付

けることは大切である。今後も生

徒への声かけや健康観察をとおし

て、自己管理能力が身につくよう

に指導の継続を望む。 

 

 

 

②えびな支援学校との連携を増や

して、生徒の悩みが解消されるよ

うな取り組みを継続していること

を評価する。インクルーシブ教育

は高校では早くから取り組んでい

て、最近の大学生を見てもインク

ルーシブ教育が進んでいることを

感じる。引続き、えびな支援学校

との連携継続を望む。 

①コロナ禍における健

康観察や登校指導を継

続したことにより、基

本的生活習慣の確立と

自己管理能力の定着を

図ることができた。職

員からの声かけがなく

ても自らを律する心の

育成が今後の課題とな

る。 

 

②教育相談コーディネ

ーターを中心とした新

たな支援体制が徐々に

機能し始めた。また、

えびな支援学校との連

携による生徒支援も実

績を重ねつつある。今

後も継続して、生徒

個々が抱える問題に丁

寧に対応していくこと

が課題として挙げられ

る。 

①習慣化した健

康観察を各自の

判断のもと継続

しながら、基本

的生活習慣の確

立と自己管理能

力 の 定 着 を 図

る。 

 

 

 

②教育相談コー

ディネーターを

中心とした新た

な支援体制をさ

らに進め、生徒

一人ひとりの個

性や状況に応じ

た支援を、職員

間の情報共有を

密にして丁寧に

対応していく。 



３ 
進路指導・ 

支援 

①体験的学習

を重視し、勤

労観・職業観

を育成し、進

路指導の充実

を図る。 

 

 

 

②社会的自立

に向けた教育

の充実に取り

組む。 

 

①引き続きコロ

ナ禍での状況の

下、勤労観・職

業観を育成する

ため、従来の方

策に感染症防止

策を盛り込み活

動 の 継 続 を 図

る。 

②生徒一人ひと

りの進路実現に

向けた進路説明

会・進路別ガイ

ダンスを計画的

に行う。 

①勤労観・職業観の

意識向上を目指し、

協力企業へのアプロ

ーチや生徒の事前指

導を徹底し、コロナ

禍でも体験できる体

制を構築する。 

 

 

②面談等を通じて生

徒一人ひとりの進路

希望を把握し、実現

に向けたサポートを

全職員で実施する。 

①コロナウイルス感

染症対策を講じた工

夫ある活動ができた

か。また、農業体験

活動やインターンシ

ップ活動等への参加

者が増加したか。 

 

 

②個別に丁寧な進路

指導を行い、生徒の

希望どおりの進路実

現が図れたか。進路

別説明会が計画どお

り実施できたか。 

 

①企業と連携を図り、コ

ロナウイルス感染症対策

を施した活動ができた。

農業体験活動の参加者は

昨年と変化はなかったが

インターンシップへの参

加者が 10 名増加した。説

明会は予定通り５回実施

した。 

②生徒の希望に沿った進

路実現が図れた。特に大

学への進学実現が昨年度

より良くなった。放課後

やLHRを通して進路ガイダ

ンスを実施し、計画以上

の進路説明会ができた。 

 

①農業体験活動では実

習先の確保が課題であ

る。 

インターンシップでは

受入企業と個別対応が

必要であるのと、巡回

指導など担当者の負担

となっている。 

 

②就職希望にハローワ

ークの求人票を活用せ

ず、自己開拓で決定す

る生徒が増えている。

さらなる指導が必要と

考える。 

①インターンシップへの参加が増

加したことは評価に値する。今後

もインターンシップや企業と連携

を図り、勤労観・職業観を身に付

け、必要な資格取得ができるよう

な指導を望む。また、農業体験・

実習の確保や農家体験をとおして

の交流をお願いしたい。 

 

②大学への進路実績が上がってい

ることは進路指導の成果が出てい

ることと評価する。就活も SNS を

使用した情報が多くなり、複雑な

対応を迫られることも多くなって

いると思うが適切な対応を願う。 

①コロナウイルス感染

症対策を施しながら、

インターンシップ参加

者が増えたことを評価

したい。次年度以降は

農業体験活動の実習先

確保とインターンシッ

プへの教員のかかわり

方を課題としたい。 

②進路実現達成に向け

たガイダンスを昨年以

上に実施して、進学に

おいて昨年度実績を上

回ることができた。来

年度も生徒個々の希望

を軸とした支援を継続

する。 

①農業体験活動

の実習先確保と

インターンシッ

プ受入企業との

調 整 を 密 に し

て、負担軽減を

考慮した巡回指

導を組立てる。 

 

②多様化する生

徒の進路希望に

対応するため、

より丁寧な進路

ガイダンスと個

別指導を心がけ

る。 

４ 
地域等との 

協働 

①学校の教育

力（農業）を

活かし、地域

との協働・連

携を一層強化

する。 

 

 

 

 

②えびな支援

学 校 と の 連

携・交流をと

おして、イン

クルーシブ教

育の推進を図

り、いのちや

人権を尊重す

る 精 神 を 育

む。 

 

①産業界との連

携を進め、農業

教育を活かした

本校の活動を地

域に発信し、地

域との協働活動

を推進する。 

 

 

 

②えびな支援学

校との連携・交

流を様々な場面

で行い、インク

ルーシブ教育へ

の 理 解 を 深 め

る。 

 

①農業科各学科の学

習活動や農業クラブ

活動を通じて、地域

との連携・協働活動

を行う。 

 

 

 

 

 

②えびな支援学校と

連携して、農業クラ

ブを中心に動植物と

の触れ合いを通して

インクルーシブ教育

を深める活動を展開

する。 

 

 

①地域からの要望を

踏まえつつ、コロナ

ウイルス感染症防止

策を講じながら地域

との連携・協働活動

が令和 3年度実績を

上回ることができた

か。 

 

 

②えびな支援学校と

の連携・交流を通し

て、参加した生徒の

意識が変容したか。 

 

①これまでの連携状況を

振り返り、えびな支援学

校と様々な面で見直しを

行った。科目等との連携

や学科とのつながりを強

化できるようにすり合わ

せを継続して協議してい

る。来年度に向けて計画

的な連携関係を引き続き

構築したい。 

②科目「福祉と農業」を

はじめ、歩行演習や動物

見学など本校の生徒と交

流を深めながらインクル

ーシブ教育を推進した。

また、連携会議を重ね、

これからも持続可能な連

携関係を築けるよう関係

各所と協議を重ねた。 

①両校の時程が異なる

ことや下校時刻との兼

ね合いから、限られた

時間の中でどのような

連携ができるかが課題

である。また、えびな

支援学校にとっても本

校にとっても実のある

連携事業となるように

したい。 

②科目「福祉と農業」

が来年度最終年度とな

るため、それを機に連

携関係がなくなること

のないように検討を重

ねたい。また、田植え

や稲刈りなど季節に応

じた農業の魅力が教育

できるような仕組みを

作りたい。 

①コロナ禍の影響もあり、地域と

の交流が制限されながらも継続的

な取組みが実施されていたことは

評価する。えびな支援学校との連

携事業や地域のイベント参加等、

今後も積極的に地域協働事業を継

続させてほしい。 

 

 

 

②科目等の改廃もあるが、活動の

継続と新たな試みに挑戦してもら

いたい。また、農福連携を志向す

る就農希望者も増えてきており、

福祉を身近の感じられるインクル

ーシブ教育の充実が図られてい

る。継続的な活動を期待する。 

①昨年度に比べ地域と

の連携・協働活動は再

開されつつある。地域

が期待する活動に対し

て、貢献できるように

取組む。 

 

 

 

 

②えびな支援学校との

連携については、特定

教科に限らず、持続可

能な連携関係が築ける

ように協議した。担当

者以外の学校全体とし

てインクルーシブ教育

を深める活動を展開す

ることが課題となる。 

①徐々に緩和さ

れつつある地域

協働・連携活動

を以前のように

進め、本校の取

組みを地域に発

信する活動を活

性化させる。 

 

 

②えびな支援学

校と連携・交流

を深める中で、

学校全体にイン

クルーシブ教育

を浸透させる。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①学校施設環

境を整備し、

防災・防犯意

識を高め安全

教育を充実さ

せる。 

 

②事故・不祥

事防止の徹底

を図り、信頼

される学校づ

くりを推進す

る。 

 

①継続して学校

施設環境（職場

環境及び学習環

境）の整備と安

全教育の充実を

図る。 

 

②風通しの良い

職場づくりを意

識し、事故・不

祥事防止の徹底

を図る。 

①安心で快適な職場

環境と学習環境を整

備する。また、実験

や実習において本校

の定める農作業器具

等の取扱基準を順守

する。 

②テーマを持ちなが

ら事故・不祥事防止

研修を実施する。 

①校舎や農場におい

ての安全・安心な学

習環境の整備が行え

たか。また、実験や

実習での事故防止が

できたか。 

 

②事故・不祥事防止

研修会が計画どおり

実施できたか。 

①コロナ禍に対応した教

室換気状況を見える化す

るため、ＣＯ₂濃度計測器

を各ＨＲ教室に設置し

た。実験実習における事

故防止は注意したが細か

な事故は防げなかった。 

②毎月の職員会議冒頭に

テーマを持った事故・ 

不祥事防止研修会を毎回

実施した。 

①生徒が安全・安心に

学校生活を送れるよう

に環境整備と事故防止

に継続して努める。特

に事故防止については

職員及び生徒に日頃よ

り注意を促す。 

②計画どおり実施はで

きたが、今後は外部講

師の講演なども取り入

れる工夫を考える。 

①生徒が安全・安心な学校生活が

送れるように今後も継続した管理

運営をお願いする。また、安全教

育の充実を図り環境整備と事故防

止に努めている点とコロナ禍にお

ける授業環境への対応を評価す

る。 

②学校全体として毎月の事故・不

祥事防止研修会を実施している点

を評価する。これからも生徒にと

ってより良い高校になることを期

待する。 

①生徒が安全・安心に

学校生活が送れるよう

な学習環境の整備と学

校運営において評価を

いただいた。実験や実

習での事故防止は継続

した課題として残る。 

②事故・不祥事防止研

修会はテーマを変えな

がら毎月実施できた。

今後は外部講師を招く

などの内容を工夫す

る。 

 

①安全・安心な

学校生活の実現

に向けて、今後

も継続した学習

環境整備と事故

防止に努める。 

 

②引き続き、事

故・不祥事防止

に努め、外部講

師の講演など研

修会を充実させ

る。 

 


